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【実践論文】

１．はじめに
　中学校の教職課程教育では中学校学習指導要領
（2017）１の目標、Ａ表現に「歌唱の活動を通して、次
の事項を身に付けることができるよう指導する。」と記
載され、さらに「ア　歌唱表現に関わる知識や技能を得
たり生かしたりしながら、歌唱表現の創意工夫すること」
と冒頭に記載されている事から、音楽の授業では、各学
校の音楽の授業はもちろんの事、学校行事や合唱祭など
の通しての「歌唱、発声指導」が教員養成課程において
最も重要であると考えている。また、保育者養成課程に
おいても幼稚園教育要領（2008）２「表現」解説には「教
師などの大人が、歌を歌ったり楽器の演奏を楽しんだり
している姿に触れることは、幼児が音楽に親しむように
なる上で、重要な経験である。このように、幼児期にお
いて、音楽に関わる活動を十分に経験することが将来の
音楽を楽しむ生活につながっていくのである。」と記載
されており、細田淳子　蟹江春香（2009）３は、「保育
者は子どもたちに子どもの歌を伝え一緒に歌う。そのと
きに、子どもにどのような声で歌わせたいのかいうはっ
きりとしたイメージを持ち、声の出し方にまで気をくば
る必要がある」と論じている事から、保育園や幼稚園で
は毎日のようにおこなわれている音楽活動において、保
育者は幼児達の前で率先して明瞭な声で語りかけ、大き
な声で歌い、さらには幼児達のお手本になるような歌唱
技術がある事が望まれると考える。
　この事から保育者及び教員養成課程においての発声法
指導の手本となるような歌唱技術の習得、毎日の教職、
保育活動で喉の負担が軽減するような発声法の指導の必
要性を論じた「保育者、教員養成課程における発声指導

の必要性」を通して、独自の発声テキストを作成、指導
法を提示した。
　今回はその発声法テキストを保育者養成課程の学生と
高等学校学生向けに新たに作成し、実際に使用した講義
を行い、その前と後をそれぞれ調査対象者が記載した
ワークシート（以下アンケート）の集計を行い、その結
果から発声技術習得効果の有無、およびテキスト内容改
訂の必要性の考察し、発声法指導の研究に繋げていく。

２．調査概要
　調査対象と研究方法は以下の通りである。
２－１調査の目的
　保育士養成課程の学生と高等学校学生向けに作成した
発声テキストを使用した発声法指導における習得効果の
調査とテキスト改訂の考察。
２－２調査対象と調査方法
　今回の調査対象者（以下受講生）は、Ｇ県短期大学部
幼児教育学科の学生 17名（以下、短期大学学生）、Ａ
県高等学校の学生13名（以下、高等学校学生）である。
尚これらの受講生はこれまでに声楽のレッスンや発声法
の指導を受けた経験はない。
２－３調査期間
　短期大学生（平成30年 10月 24日）高等学校学生（平
成30年 10月 25日、29日）
２－４倫理的配慮
　今回の調査では、全ての受講生に対して、調査内容と
データの取り扱いについて、口頭にて説明を行い、アン
ケート記述内容を論文への使用の理解と協力を確認し承
諾を得た。また回答は調査にのみ使用し、個人を特定さ
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発声テキストの導入と効果

― アンケート調査を通して ―

内田恵美子１・大川晶也２

（１：東海学院短期大学部、２：南山国際高等学校中学校）
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れることはないことを説明した。
２－５調査内容
　今回の調査は指導実践前にアンケートを配布し、受講
生自身が講義前に自分声の特徴や、コンプレックス、好
きなところなどを「しゃべる声」「歌う声」の二つに分
けて作成した。また同様に、講義にあたり各受講生の声
に対する目標を再認識させる為に調査を通して希望する
発声の成果を記入させている。

３．指導実践
　指導実践では（姿勢）（口の開け方）（腹式呼吸）（発
声練習）の４つのカテゴリに分け、それぞれテキストを
使用し、口頭で補足説明をしながら指導実践した。今回
は先の論文、「保育者・教員養成課程における発声指導
の必要性」にて作成した発声指導テキストでは専門的な
語句や文章が多く、限られた時間の中で学生への発声法
習得に支障をきたさないよう、また円滑に理解してもら
う為、学生向けに要約した「発声テキスト簡易版」を作
成し、講義に使用した。

（「自分の声はどんな声？」項目１「どんな声を目指した
いですか？」項目２）

（「自分の声の音域はどれくらい？」項目３）

（「声をどこに響かせるように声を出すと良いか」項目４）

発声テキスト簡易版　姿勢　図１

　音域の確認は各受講生の受講前の声の音域を明確化す
る為、同じ受講生で２人〜４人１組のグループを組み、
ピアノ又はキーボードを使用し、音階を互いに弾き合い
ながら協力し合い、声がどこまで出るか確かめ、アンケー
トに記入させた。

２－６声を出すイメージの調査
　受講生がこれまでに持っていた発声のイメージや声が
鳴るイメージや声が鳴る場所などの感覚を調査する為、
指導実践前に声が鳴るイメージを受講生に記入させた。
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　全ての項目の指導実践終了後指導者は受講生にもう一
度講義前に行った音域調査を実施させ、音域に変化が
あったかどうかを確かめさせた。
　その後、「姿勢」「口の開け方」「腹式呼吸」「練習」の
それぞれの実践を通して感じた事、講義全体を通して得
た発声の変化をアンケートに記入する様促した。

発声テキスト簡易版　口の開け方　図２

発声テキスト簡易版　練習　図４

「発声練習を通して感じた事、思ったこと」項目５
「発声練習をして何か変化はありましたか？」項目６

発声テキスト簡易版　腹式呼吸　図３

４．アンケート結果
　それぞれのアンケート記述内容は以下の通りである。
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どんな声を目指したいですか？（項目２）しゃべる
声（自分で感じる）

高等学校学生 短期大学学生

・普通の声
・もっと落ち着いた声
・�はきはき、大きい、しっ
かり、聞き取りやすい
・�聞きやすいアナウン
サーみたいな声
・通る声
・�滑舌とこもった声を直
したい
・低め
・ハスキーボイス
・�透明感のある声、コロ
ンとした声
・キレイな高音が出る声

・滑舌が良い
・はきはきした声
・�通る声（他１）、聞き
取りやすい声（他１）
・�恥かしい時声が小さく
なるから、聞こえる声
でしゃべりたい
・聞こえやすい声
・�小さい時があるので、
聞こえる程度に大きい
声
・聞きやすい声（他１）
・�大きな声でも聞きやす
い高さでしゃべる
・はっきり聞きやすい声
・はきはき、大きな声
・�高くてかわいい声、聞
きやすい声
・�はきはきと聞き取りや
すい

３－３項目２ しゃべる声

どんな声を目指したいですか？（項目２）歌う声（自
分で感じる）

高等学校学生 短期大学学生

・�うまい、高い、きれい、
コレサワさん、ヨルシ
カさん
・�ビブラート、こぶし、か
すれた声、叫んでいる
ような声など、色々な
テクニックを使い分け
たい！歌える音域を増
やして伸びるような声
・�きれい、すき通る、96猫
さんみたいになりたい
・�男の歌も女の歌も上手
に歌いたい
・�特徴のある声、すき通
る声、春茶さんみたい
な声
・�音程がずれないように
したい
・�透き通ったようなきれ
いな歌声
・きれいな声
・�力強い声、透明感のあ
る声
・高い音が綺麗に出る事

・�童謡の語りかけるよう
な高い声を出したい
・�高い声がだせるように
なりたい
・響く声
・�音域を広く、聞き取り
やすい発声
・�高い声をだせるように
したい
・�低い声もきれいにだせ
る
・きれいな声
・�大きな声、高音低音が
しっかりとでる
・よく響く高い声
・�曲に合わせて変化でき
る声
・声が通って聞きやすい
・キレイな声
・�すき通る声、ビブラー
トがつく？
・音域が広くなりたい
・きれいに高音がでる声
・�音程が完璧、ビブラー
トができる

３－３項目２歌う声

自分の声はどんな声？（項目１）しゃべる声（自分
で感じる）

高等学校学生 短期大学学生

・アニメ声
・うるさい、高い
・�自分が思っているより
も高い所があまり好き
ではない
・高低差がある声
・こもる　小さい
・�滑舌が悪い（他２）高
い声が出ない　こもっ
た声
・�気分があがると高くな
る
・かすれてる
・考えたことない
・低め
・高い

・�低い声（他３）、話す
ペースが遅い
・鼻声みたい
・�呂律がたまにまわらな
い
・�滑舌がよくない（他
２）、低め、たまにこ
もる、早口（他１）
・低い、大きい（他２）
・�声が高い、聞こえにく
い
・少し低い声、静か
・高い
・高すぎず、低すぎない
・�大勢の前で話すと声が
高くなる、聞き取り辛
い声
・声が通らない
・�高さは普通、発音が
はっきりしない
・�もぞもぞしゃべる、ア
ホっぽい喋り方

３－１項目１ しゃべる声

自分の声はどんな声？（項目１）歌う声（自分で感
じる）

高等学校学生 短期大学学生

・�ビブラートなどテクニ
ックがないので淡々と
歌ってる感じがしてし
まう
・無理やり感
・�すぐ裏声になる、音域
が狭い
・特徴がない
・�高い声が出ない、音程
がずれる
・高めのこもった感じ
・自分ではわからない
・低め

・合唱の高い声なら出る
・�高い声が出ないので裏
声になってしまう
・小さい（他１）、もぞもぞ
・音域が狭い
・高い声がでない（他１）
・�高い声は歌う声で低く
なると地声になってし
まう
・�高い声がきれいにでな
い
・高い（他１）
・�混ざって聞こえにくい
声
・緊張感のある声
・普段しゃべる声と違う
・低い
・�棒読みみたい、声出す
のが大変そうな声
・基本高い声で歌う
・高い音が出しにくい
・�高い音なのにピッチが
低い、はきはきした発
音じゃない
・�地声で歌ってしまうこ
とが多い

３－２項目１ 歌う声



13

内田恵美子・大川晶也

３−４項目４ 声のイメージ

学生Ａ 学生Ｄ

学生Ｂ 学生Ｅ

学生Ｃ 学生Ｆ
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「発声練習をして何か変化はありましたか？」（項目
６）

高等学校学生 短期大学学生

・�少し低い声がでるよう
になった気がする
・�高い音がでやすくなっ
た気がした、お腹を意
識して発声ができるよ
うになった
・お腹から声が出た
・�歌う（ハミング）音声
が前より大きくなった
と思う
・お腹を意識した
・�最後の方は最初と比べ
て高音が出る。
・�音域が上がった、おな
かに力が入っている感
じ、高い音に芯がある
声が出るようになった、
高い声が出しやすくな
った
・�高い音が出せるように
なった、疲れた、おな
かが痛い

・�声が出しやすくなった、
口からだけじゃなく鼻
や肺やお腹もつかって
声を出すように意識し
た。
・�声量が出るようになっ
て歌いやすかったです、
口の奥まで開けられる
ようになりました
・�発声練習する前は高い
ドが出しにくかったけ
ど、発声練習をやった
ことにより少しスムー
ズに出せた気がしまし
た、今までよりのどの
奥をひらくことにより
自分の声が響いている
感じがしました
・�声が出やすくなった、
音の高さが出やすくな
った、リラックスして
よけいな力を入れずに
歌えた

・�音域がふえた、鼻がつ
まった歌い方になれて
きた、楽になった
・�音域の変化はなかった
が、体の使い方は変わ
った、のどから声がで
ている気がしない

・�軟口蓋を上げるという
意識とお腹に力を入れ
て歌うという意識がつ
いた、姿勢が良くなっ
た気がする、腹式呼吸
を意識してやるように
なると思う。
・�どのように口をあげた
らいいか、どこを意識
して歌ったらいいのか
を考えながら自分なり
に意識をしながら歌う
事が出来ました
・�声がとても出やすくな
ったしとおりやすかっ
たです、声もキレイに
聞こえたし音が響く感
じで今まで歌っていた
よりもとても良くなり
ました。

学生Ｇ

「発声練習を通して感じた事、思ったこと」（項目５）

高等学校学生 短期大学学生

・喉がひらく感じがした
・�腹筋した後のような疲
労感を下腹部に感じた
・喉を大きくあけた
・胸が痛くなった
・�声がお腹から出ている
感じがした
・声が通った
・�苦しかった、全身が疲
れた感覚があった
・�声が出にくい、高い音
がかすれる
・�練習する前に確かめた
自分の音域が練習した
後の方が音域の幅が広
がった
・声が出やすくなった
・�お腹が痛い、鼻が詰ま
ってる感じがする

・�ハミングをしている時
口の中が振動でかゆく
なるとおもった、自分
が出せる音域を知るこ
とができてよかった、
呼吸だけでもちゃんと
やると体力を使うとわ
かった
・�少しだけでも発声する
前より声が出しやす
かったです、高い音を
出すのも発声前は下か
らあてる感じだったけ
ど発声後はしっかり上
からあてる感じになっ
ていました
・�発声練習することによ
りやる前より高い音が
出しやすくなった気が
する、発声練習でやっ
たことを意識して歌を
歌っていきたい。
・�以外と声出るんだなと
思いました

３－４項目５ 発声練習を通して感じた事
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短期大学学生

・�少し高い声が出せるようになった気がした、お腹
から声をだすように意識して歌う事ができた
・�音の音域が広がったように感じた、声の出し方を
変える事で、声の質（聞こえる声）がきれいに聞
こえた、高音を出すとのどを痛める感覚があった
けど腹式呼吸を意識して歌う事でのどの痛みをあ
まり感じなくなった
・�声の感じがやわらかくなった、お腹を意識すると
音域が広くなった気がした
・�はじめより楽に声が出せた気がした、腰で呼吸す
るように意識した
・�腹式呼吸や軟口蓋を意識することで高い音が少し
出しやすくなった
・�高音が出やすくなった、大きな声がでるようになっ
た、姿勢や意識の違いでこんなに変わるものだと
驚いた、響く開いた声になった
・�声の出し方も変わったし、声量や声の響きも変わ
りました、歌う姿勢も変わりました
・�高い音まで出て気持ちが良くなったので歌詞にも
気持ちが込められるようになった、また姿勢を意
識して立って歌う事によって大きい声が出た
・�発声練習前は高い声を出す時にカスカスになった
り音がずれてしまっていたけど練習後は安定した
高い声が出せるようになった

３－５項目６ 発声練習を通しての変化

５．受講生のアンケート結果の比較と分析
　今回は調査結果を分析する際に以下の事項を考慮し分
析した。
　初めに短期大学学生と高等学校学生とでは一度の授業
時間数に相違があり、１回の授業時間が 90分の短期大
学学生への調査に対し、高等学校学生への調査は50分
と短い調査となった。その影響もあり、特に高等学校学
生においては全ての調査課程に対する時間が少なくなり、
またアンケート記述においては、短期大学学生に比べて
年齢における語彙力の差も明らかになり、アンケート記
述が全体的に比較的簡素な記入となってしまった。それ
と併せて高等学校における調査では授業時間の都合上項
目４の記述を省いている。尚分析にあたっては各項目の
回答データからキーワードとなる単語と関連した文節を
抽出し、類似性のある言葉、またはキーワードでまとめ
たものを使用した。
　「自分の声はどんな声」の項目１では自分自身の声に
対して否定的な回答がほとんどを占めていた。その中で
も特にしゃべる声の項目では「低い」「滑舌が悪い」と
いう記述が多く見受けられた。それに類似した記述とし
て、「呂律がまわらない」「聞き取り辛い声」「発音がはっ
きりしない」の記述も見受けられた。これと同時に歌う
声の項目では短期大学学生、高等学校学生共に「高い声

がでない、音程がずれる」「高い音が出しにくい」とい
う高音域を指すキーワードが多く見受けられた。
　高木和男（2008）４は学校教育の授業時間数において、
「平成 14年度から学校教育は、これまでにない学校週
５日制の下で行なわれてきている。それに伴って当然の
ことながら年間の総授業時間数も各教科などの年間授業
時間数も削減とならざるを得なくなった。小学校音楽科
においても中学年で10時間、高学年で20時間の縮減と
なった。このように年間70時間を下回る時数の中で授
業を行なうこと自体が、今までの音楽科の流れから見た
大きな特色である。次にそのこととの連動で、縮減とな
る授業時間数に対処するために指導内容を今までになく
縮小して再構成していることや、その示し方は従前の学
年目標と同じように２学年をまとめた形にしていること
も、今次の改定での特色となっている。」と論じている。
　この事から、授業時間の減少により各学校における音
楽教育の授業内容が年間70時間以下の現状では指導案
事項が最優先の授業となり、指導案に明記のない高音域
発音のトレー二ングやしゃべり声を矯正したり、滑舌を
矯正する機会に触れる経験が非常に少なかった事が考え
られる。また人間が聴く自分自身の声と、他者が聴く声
とでは本質的に異なり、自分の声を客観的に聴く事はで
きない。
　「どんな声を目指したいですか？」項目２ではしゃべ
る声で「聞き取りやすい声」に意見が集中し特に短期大
学学生のほとんどが「はきはきした声」や「聞こえやす
い声」などほぼ同一の記述が集中した。千葉昌哉、渡会
純一（2017）５は「教育現場に出ると、まず子どもたち
に届けるのは声であり、歌詞である。にもかかわらず、
それが聞こえない状況であると、子どもたち、特に言葉
が読めない幼児は歌の内容を理解できないまま音程のみ
を追いかけて歌うことになる」と論じている。また、細
田淳子　蟹江春香（2009）６は保育者養成教育における
発声法にて「保育者は毎日子どもと向き合い、歌を歌っ
たり話したりして声を使っている。その他絵本の読み聞
かせをしたり、紙芝居を読んだり、声を使うことは毎日
の仕事の重要な部分となっている」と論じており、この
事から幼児教育課程の短期大学学生のほとんどが保育士
への就職を志望し、保育活動にいて聞き取りやすい声が
保育士において必要だと認識している事が理解できる。
これに対し高等学校学生においては各学年の進路や希望
する職業が未確定な事から、自身の声に対する目標や理
想が進路と結びつけられる回答が殆どなく、「コレサワ
さんヨルシカさん」「96猫さんみたいになりたい」など
個人の好きなアーティストや憧れの歌手に近い声を求め
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る回答が多く見受けられた。
　「発声練習を通して感じた事、思ったこと」項目３では、
ほぼ全ての受講生が教科書を使用した指導実践に対する
身体の変化や感覚を感じ取っており、アンケート記述で
は「腹筋した後の様な疲労感を下腹部に感じた」「腹式
呼吸は普段使用してないので少し疲れた感じがした」「腹
式呼吸をしてみて難しいと思いました」「姿勢をキープ
するのが難しかった」などの発声法のトレーニングの経
過から生じる疲れや疲労感と、喉の開口の為の軟口蓋や
口蓋垂の動きの試行錯誤や、腹式呼吸を会得するための
横隔膜の動く意識やコントロールなどのトレーニングの
難易度の高さが明らかになった。また他の記述に「お腹
に意識しすぎて口の開け方まで考えられなかった。」と
の記述もある事から、テキストを通した発声技術を習得
する課程で、腹式呼吸や軟口蓋の意識、軟口蓋が上がる
意識などの身体の内側における発声テクニックについて
意識化することは容易ではない事がわかる。
　「声のイメージ」項目４については今回記述のあった
受講生（短期大学生のみ）をＡからＦに分け取り上げた
が、記述のあった学生の大半が声の響かせる場所の意識
が声帯周辺に集中し、共鳴空や鼻腔への響く意識をもた
ない事が解った。（学生ＡＢＣＥ）これと同時に一部の
学生は頭頂部に響かせるイメージを既に習得している事
も確認できる。（学生ＡＤＦＧ）
　そして一番興味深かったのは記述した学生ＡからＦ以
外の受講生は記述が全くなかったことである。これは受
講生がこれまでに声楽のレッスンや発声法の指導を受け
た経験がない事から、声の響く位置や場所を意識する経
験も同時に無かった事が考えられる。
　「発声練習をして何か変化はありましたか？」項目５
では、ほぼ全ての学生が「高い音が出やすくなった気が
した」「音域が上がった」「軟口蓋を上げるという意識と
お腹に力を入れて歌うという意識がついた」など調査前
に比べて特に音域の拡大を実感した記述が得られた。

６．�比較と考察の結果からみる反省点とテキスト
の改訂の必要性について

　今回２種類の学校における調査から以下のことが反省
点として明らかにされた。筆者の経験から保育者養成課
程では授業カリキュラムの中で、ピアノ奏法や歌唱授業
などが必修科目として設定されている学校がほとんどを
占めているが高等学校では音楽を他の芸術科目との選択
科目として導入している事から、趣味の一環として捉え
ている学生が大半を占めており、更に毎年音楽大学や保
育者養成課程の学校への進学希望者は４年制の普通大学

に比べて少ない事から、学生個人の発声法の必要性の認
識に保育者養成課程の学生と高等学校学生では大きな相
違がある事がわかった。
　よって今後保育者養成課程の学生と高等学校学生それ
ぞれの授業時間に応じたテキスト内容の改訂を考察して
いく。これと同時に保育者養成課程の学生にはより専門
的に発声法を学習し、高等学校以下中学校向けにカテゴ
リを減らし、要約した発声法テキストの改訂を考察して
いく。
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